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市
内
北
部
を
流
れ
る
柿
沢
川

か
き
さ
わ
が
わ

は
、
三
つ
の
支
川
（
準
用
河
川
舟ふ
な

口
川
く
ち
が
わ
・
毘
沙
門
川

び
し
ゃ
も
ん
が
わ

・
堂
川
ど
う
が
わ

）と
合
流

後
、
来
光
川

ら
い
こ
う
が
わ

に
注
ぎ
、
狩
野
川
へ

流
れ
込
む

河
川
で
す
。

近
年
、
度

重
な
る
浸

水
被
害
が

生
じ
て
い

ま
す
。

外
水
は
ん
濫
と
そ
の
対
策

堤
防
決
壊
な
ど
、
河
川
を
原
因

と
し
た
は
ん
濫
を「
外
水
は
ん
濫
」

と
呼
び
ま
す
。
現
在
、
柿
沢
川
流

域
で
は
、
堂
川
合
流
点
で
国
土
交

通
省
に
よ
る
改
修
（
平
成
二
十
一

年
度
完
成
予
定
）
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
現
状
で
は
、
三
つ
の

支
川
の
流
下
能
力
が
不
足
し
て
い

ま
す
。
市
で
は
、
浸
水
被
害
軽
減

に
向
け
、
五
年
前
後
を
目
安
に
舟

口
川
上
流
部
の
河
道
改
修
を
行
う

予
定
で
、
毘
沙
門
川
・
堂
川
の
改

修
も
今
後
の
課
題
で
す
。

内
水
は
ん
濫
と
そ
の
対
策

外
水
は
ん
濫
と
区
別
し
て
、
大

雨
な
ど
に
よ
り
堤
防
の
外
側
（
市

街
地
側
）
の
小
さ
な
河
川
な
ど
で

排
水
が
追
い
つ
か
ず
に
浸
水
す
る

こ
と
を
「
内
水
は
ん
濫
」
と
呼
び

ま
す
。
大
雨
時
、
柿
沢
川
で
は
支

川
か
ら
流
入
し
た
雨
水
を
ポ
ン
プ

で
排
水
し
て
い
ま
す
が
、
排
水
ポ

ン
プ
の
能
力
不
足
等
で
、
平
成
十

六
年
十
月
、
平
成
十
七
年
八
月
、

平
成
十
九
年
九
月
に
は
多
く
の
床

上
浸
水
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
県
で
は
毘
沙
門
排
水

機
場
ポ
ン
プ
の
増
強
、
老
朽
化
し

た
堂
川
排
水
機
場
ポ
ン
プ
の
機
能

低
下
の
回
復
、
浮
名
地
区
排
水
機

場
の
新
設
な
ど
に
よ
り
浸
水
被
害

軽
減
を
図
り
ま
す
。ま
た
市
で
は
、

三
つ
の
支
川
の
河
川
断
面
を
確
保

す
る
た
め
に
、
堆
積
土
砂
の
除
去

を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
く
予
定

で
す
。
そ
し
て
県
と
協
議
し
な
が

ら
、
流
域
上
流
部
で
雨
水
貯
留
施

設
の
建
設
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

八
月
号
で
は
、
洞
川
ど
う
が
わ

の
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
を
紹
介
し
ま
す
。

長崎地区 冠水状況
（平成１７年８月）

柿沢川
かきさわがわ

・堂川
どうがわ

流域

狩野川中流域豪雨災害アクションプランの問合せ
■建設課　電話０５５‐９４８‐２９０８
■県沼津土木事務所ホームページ
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
多
く
の

悪
質
商
法
の
手
口
や
問
題
点
の
紹

介
な
ど
、
被
害
未
然
防
止
の
た
め

の
情
報
提
供
を
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
は
、
Ｓ
Ｆ
エ
ス
エ
フ（
催
眠
）
商
法

に
つ
い
て
。
こ
の
商
法
は
ま
ず
、

「
玉
子
を
格
安
の
値
段
で
限
定
販

売
！
」
と
い
う
よ
う
な
チ
ラ
シ
を

配
布
す
る
な
ど
し
て
、
空
き
店
舗

等
の
閉
鎖
的
な
空
間
に
多
く
の
消

費
者
を
招
き
入
れ
ま
す
。業
者
は
、

洗
剤
な
ど
の
安
価
な
商
品
を
「
挙

手
し
た
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
」
な

ど
と
告
げ
て
、
会
場
を
異
様
な
興

奮
状
態
に
し
て
い
き
ま
す
。
そ
う

し
て
、
会
場
が
興
奮
状
態
に
な
っ

た
と
こ
ろ
で
、
高
価
な
健
康
食

品
・
器
具
や
寝
具
、
宝
飾
品
等
を

売
り
つ
け
る
の
で
す
。

安
易
に
こ
の
よ
う
な
チ
ラ
シ
の

誘
い
に
乗
っ
て
、
会
場
に
足
を
運

ば
な
い
こ
と
が
賢
明
で
す
。も
し
、

そ
の
場
の
雰
囲
気
で
不
要
な
商
品

を
購
入
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
な
ど
の
解
決

方
法
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
早
急

に
市
役
所
や
専
門
家
等
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

Ｓ
Ｆ（
催
眠
）商
法

あ
な
た
も
狙
わ
れ
る
カ
モ
！
悪
質
商
法
に
ご
用
心（
新
連
載
）

問合せ 観光商工課　電話０５５‐９４８‐１４８０

ＳＦ（催眠）商法は、閉鎖的空間で消費者を興奮
状態にし、高価な商品を売りつける悪質商法 エ

ス

エ
フ

（
文
と
絵
）

司
法
書
士
　
山
田
茂
樹

柿沢川・堂川流域における
平成１６年１０月洪水の浸水区域とアクションプラン

酒
に
酔
う
と
、
運
転
者
に
ど
ん
な
変

化
が
起
き
る
の
か
は
案
外
知
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、

①
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
利
か
な
い

②
余
裕
を
失
う

③
自
分
の
状
態

が
わ
か
ら
な
い

④
居
眠
り

…
だ
そ
う
で
す
。
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「
缶
ビ
ー
ル
片
手
に
免
許
更
新
」と
い

う
記
事
を
、以
前
新
聞
で
読
み
ま
し
た
。

福
岡
県
で
免
許
更
新
の
た
め
に
運
転
試

験
場
を
訪
れ
た
男
性
が
、
駐
車
場
で
酒

を
飲
み
な
が
ら
車
を
運
転
し
て
い
た
と

し
て「
酒
気
帯
び
運
転
」の
現
行
犯
で
逮

捕
さ
れ
ま
し
た
。
調
べ
で
は
、
五
百
ミ

リ
�v
入
り
の
缶
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら

車
を
運
転
し
、
車
内
か
ら
は
空
き
缶
が

何
本
も
見
つ
か
っ
た
と
の
こ
と
。

「
飲
酒
運
転
は
な
ぜ
危
な
い
の
か
？
」

（
市
内
在
住
・
交
通
指
導
員

池
田
さ
ん
／
男
性
）

気くばりをみんなでやって事故防止
尾朝涼太（長岡北小）

ピ
ー
ス
ケ

ピ
ー
コ

問合せ 安全対策課
電話０５５‐９４８‐１４１２

７月は、休暇や地区
のお祭り、海水浴等、
昼間飲酒する機会が増
える季節です。
「ちょっとそこまで
だから、自転車なら大丈夫」なんて軽い気持
ちで自転車に乗って出かけたりしていません
か？道路交通法では自転車は軽車両（車の仲
間）として扱われ、当然飲酒運転の取締り対
象となります。飲酒して、うっかり自転車を
運転することのないようご注意ください。

六
月
一
日
か
ら
の
改
正
道
路
交
通
法
施
行
に
よ
り
、
自
転
車

に
関
す
る
ル
ー
ル
が
変
わ
り
ま
し
た
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
次
の
場
合
に
は
、
普
通
自
転
車
は
歩

道
を
通
行
で
き
ま
す
。

・
「
普
通
自
転
車
歩
道
通
行
可
」の
標
識

（
下
図
）が
設
置
さ
れ
て
い
る
歩
道

・
児
童
・
幼
児（
十
三
歳
未
満
）や
七
十
歳
以
上
の
高
齢
者
が
運

転
す
る
と
き

・
車
道
通
行
に
支
障
が
あ
る
身
体
に
障
害
を
持
っ
た
人（
身
体

障
害
者
福
祉
法
第
四
条
に
規
定
さ
れ
た
人
）が
運
転
す
る
と
き

・
車
道
ま
た
は
交
通
の
状
況
か
ら
み
て
や
む
を
得
な
い
場
合

＊
こ
れ
以
外
の
場
合
で
通
行
可
の
標
識
が
な
い
歩
道
を
通
行
し

た
場
合
、
三
カ
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
五
万
円
以
下
の
罰
金

■
自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
努
力
義
務

・
児
童
・
幼
児（
十
三
歳
未
満
）の
保
護
者
は
、
児
童
・
幼
児
を
自

転
車
に
乗
車
さ
せ
る
と
き
は
、
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ

ら
せ
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
大
仁
警
察
署
交
通
課

電
話
０
５
５
８（
７
６
）０
１
１
０

四
チ
ー
ム
の
計
四
十
六
人
が
出
場

し
、
交
通
規
則
な
ど
に
関
す
る
学
科

テ
ス
ト
の
他
、
安
全
確
認
動
作
や
手

の
合
図
、
ジ
グ
ザ
グ
走
行
な
ど
の
自

転
車
の
実
技
テ
ス
ト
で
競
い
合
い
ま

し
た
。

結
果
、
上
位
入
賞
は
果
た
せ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
こ
の
大
会
を
通
し
て

出
場
選
手
は
自
転
車
の
技
術
だ
け
で

な
く
、
交
通
規
則
や
日
ご
ろ
自
転
車

に
乗
る
と
き
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
な
ど
、
多
く
の
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
選
手
以
外
の
児
童
も
、
選

手
か
ら
交
通
規
則
や
自
転
車
に
乗
る

と
き
の
注
意
事
項
な
ど
教
え
て
も
ら

い
、
こ
の
大
会
が
、
友
達
、
学
年
、

学
校
全
体
で
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

交
通
安
全
に
つ
い
て
確
認
す
る
き
っ

か
け
に
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

五
月
二
十
四
日
、
伊
豆
市
の
サ
イ

ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
、『
第
四

十
一
回
交
通
安
全
子
ど
も
自
転
車
大

仁
地
区
大
会（
交
通
安
全
協
会
大
仁
地

区
支
部
主
催
）』が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
伊
豆
の
国
市
か
ら
三

チ
ー
ム（
大
仁
東
小
、
韮
山
南
小
、

長
岡
南
小
各
六
人
）と
伊
豆
市
か
ら

自転車の実技テストで
奮戦する伊豆の国市選手

熱戦！

期間中は、子どもと高齢者の交通事故防止、自転車の
安全利用の推進、後部座席を含む全ての座席でのシート
ベルト着用の徹底等に重点を置いた運
動が展開されます。
交通ルールとマナーを守り、交通事

故に遭わないよう十分注意しましょう。

安全は　自ら　うちから　地域から

「普通自転車
歩道通行可」

７月１１日（金）～７月２０日（日）

あ
ぶ
な
い
よ
〜
っ

夏の交通安全県民運動


